
2023年 4月 28日 
合同会社北上新電力    

岩手県紫波町との共同提案による第 3回脱炭素先行地域の選定について

岩手県紫波町（町長：熊谷泉、以下「紫波町」）及び合同会社北上新電力（岩手県北上市、職務
執行者：出水浩介、以下「北上新電力」）など 10者は、環境省が全国の自治体を対象に募集した
「第 3回 脱炭素先行地域※1」に申請し、本日、全国のモデル地域に選定されましたのでお知ら
せいたします。 
 北上新電力は、提案内容の実現に向け、紫波町や共同提案者と連携の上、地域脱炭素を推進し
てまいります。 

１．提案概要

 提案者：岩手県紫波町
https://www.town.shiwa.iwate.jp/soshiki/2/2_1_6/168240118410420/

 共同提案者：
• 東日本電信電話株式会社岩手支店
• NTT アノードエナジー株式会社
• 合同会社北上新電力
• 株式会社ビオストック
• 盛岡広域森林組合
• 有限会社二和木材
• 株式会社東北銀行
• 盛岡信用金庫
• 紫波太陽エネルギー株式会社設立協議会
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 概要：「みくまるっと脱炭素化モデル事業」 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
２．当社の役割 
 
北上新電力は、提案内容の実現に向けて、以下に取り組みます。 

  
① 対象地域内における太陽光発電や木質バイオマス発電の余剰電力を買い取り対象地域内

の需要家に電力を供給し、再生可能エネルギーの地産地消による脱炭素化を図ります。 
② 太陽光発電と蓄電池を組み合わせたオンサイト PPAを戸建住宅・民間施設へ導入し、

災害時のレジリエンス強化や脱炭素化を図ります。 
 

 
 

３．今後の展望 
 
北上新電力は、これまで北上市を中心とした自治体様の脱炭素化や地域経済活性化の貢献のた

め、再生可能エネルギーの地産地消に取り組んでまいりました。紫波町の提案内容の実現と共
に、引き続き、更なる再生可能エネルギーの地産地消の推進や、安心・安全で持続可能な街づく
りに貢献して参ります。 

  



 [注] 
※1 脱炭素先行地域とは、2050 年カーボンニュートラルに向けて、民生部門（家庭部門および業務その他部

門）の電力消費に伴う CO2 排出の実質ゼロを実現し、運輸部門や熱利用等も含めてそのほかの温室効果ガス

排出削減についても、我が国全体の 2030 年度目標と整合する削減を地域特性に応じて実現する地域で、「実

行の脱炭素ドミノ」のモデルとなります 

 

 

                 以 上 


